
　私たちは産婦人科医師リクルートのヒント発掘のため

に、医学生・研修医が専門科を決める理由や産婦人科の

イメージ、さらに神奈川県で働く産婦人科医は今までの

自分の人生をどのように考えているのか？を調査した。

その結果をもとに学生・研修医の皆さんの不安に答えて

みたい。

　まず医師への調査で一番の収穫は、年齢が上がるほど、

今までの自分の仕事に満足・充実感があり、「社会貢献

ができた」という実感を持っていたことだ。これは、産婦

人科医師の仕事は一生かかって社会貢献できる誇れる仕事

であることの証拠だ。皆さんには、医師人生の終盤を迎
えた多くの先生が「産婦人科医療を一生かけてやってき

てよかった」と考えていることを知
ってほしい（図）。
　次に君たちについて。「面白く興味

のある科」ということで君たちは科

を選ぶ。これは当たり前、その次が

大切だ。プラス「将来性」のある科

を選ぶ。「将来性」とは何だろう？一

つは将来、発展が期待される科。も

う一つはその科で働いた時の自分自

身 の 将 来、 つ ま り「自 分 の 生 活、

QOL」など。自分の生活が安定して

いて幸せな医師が、患者さんに力を与えることができる。

だから自分のQOLを考えることは当たり前。「いい仕事

をして、給料もよくて、自分の時間も持てる」こんな仕

事が理想で当然だ。だから、QOLの高い麻酔科、皮膚科、

精神科が増えているのもわかる。しかし医師数が増え都

市に集中している時代、今後どうなるのか？増えすぎた

弁護士の二の舞にならないか？少子化には政府が対策を

立てており、妊娠年齢高齢化に伴う生殖医療の発展、高

齢化社会での婦人科腫瘍の増加など産婦人科の仕事はた

くさん、そして何と言っても産婦人科医は話ができれば

外来診療はかなりのお歳でも出来る。若い時は大変かも

しれない。しかし、妊娠したときの喜びに同席、一大イ
ベントの分娩に立ち会える仕事、外科的な手術で治療で
きる充実感、いくつになってもできる外来診療、こんな
ことで先輩方の人生は充実感があるのだろう。
　最後に産婦人科のマイナスイメージ「訴訟が多い」。

これに対し学会は頑張ってきた。産科医療補償制度創設、
産婦人科診療ガイドラインなどで、訴訟は激減、みんな
を守るシステムが出来上がっている。
　若い時には好きな分野で頑張って勉強、歳をとったら

ご婦人方のための外来診療。一生続けられる産婦人科医

に今こそなるときではないだろうか？

生
殖
医
療
と
の
出
会
い

産
婦
人
科
医
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
瞬
間
を
今
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
医
学
部
５
年
生

の
時
、
父
が
内
科
医
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
漠
然
と
内
科
に
な

る
か
な
、
と
思
い
な
が
ら
ポ
リ

ク
リ
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
に
産
婦
人
科
を
回
り
、

初
め
て
分
娩
を
見
た
時
、
涙
を

こ
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え
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の
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必
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し
た
。

僕
の
仕
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し
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な
い
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そ
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思
っ
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瞬
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し
た
。
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後
、
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人
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な
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修
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３
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出
会
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妊
治
療
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手
術
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教
え

て
い
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だ
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ま
し
た
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特
に
顕

微
授
精
を
初
め
て
見
た
時
の
衝

撃
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も
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れ
ま
せ
ん
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不
妊
治
療
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関
わ
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で
、
体

外
受
精
で
妊
娠
し
涙
を
流
し
て

い
る
患
者
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見
て
、
生
殖
医
療

に
専
門
を
変
え
ま
し
た
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生
殖
医
療
の
臨
床
・
研
究

大
学
院
に
入
り
、
医
師
４
年

目
に
東
京
女
子
医
科
大
学
の
宮

崎
俊
一
教
授
の
も
と
、
マ
ウ
ス

で
の
卵
活
性
化
の
研
究
を
し
、

そ
こ
で
体
外
受
精
も
覚
え
ま
し

た
。
そ
の
後
医
師
５
年
目
に
大

学
に
戻
り
、当
時
、腹
腔
鏡
手
術

で
有
名
で
あ
っ
た
故
・
武
内
裕

之
先
生
の
も
と
、生
殖
医
療
を

勉
強
し
ま
し
た
。
た
だ
大
学
に

戻
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
大

学
で
不
妊
治
療
を
す
る
こ
と
の

難
し
さ
で
し
た
。
産
婦
人
科
の

中
で
、
周
産
期
・
悪
性
腫
瘍
と

比
較
し
、
危
機
的
な
状
況
の
な

い
生
殖
医
療
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
す
。
不
妊
治
療
、
特
に
体
外

受
精
は
細
胞
培
養
な
ど
の
基
礎

研
究
が
あ
っ
て
始
め
て
発
展
す

る
医
療
で
す
が
、
忙
し
い
産
婦

人
科
に
と
っ
て
研
究
は
さ
ら
に

継
続
が
難
し
い
分
野
で
す
。
そ

れ
で
も
私
は
生
殖
医
療
を
や
り

た
く
て
、
こ
の
道
を
突
き
進
み

ま
し
た
。
た
だ
不
妊
治
療
と
い

う
の
は
、
片
手
間
で
妊
娠
す
る

よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
殖
内
分
泌
を
勉
強

し
、
多
く
の
病
院
を
見
学
し
、

大
学
の
不
妊
治
療
を
い
ろ
い
ろ

と
改
善
し
、
妊
娠
し
始
め
た
時

は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の

後
、
竹
田
省
教
授
が
就
任
し
、

多
く
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た

だ
き
英
国
へ
留
学
し
、Jan 

Brosens

教
授
の
も
と
で
子
宮

内
膜
由
来
の
不
妊
症
・
不
育
症

の
研
究
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

帰
国
後
に
大
学
で
研
究
室
を
立

ち
上
げ
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
も
今
年
完
成
し
、
生

殖
医
療
を
希
望
す
る
後
輩
も
増

え
、
今
で
は
順
天
堂
大
学
の
生

殖
医
療
は
臨
床
・
研
究
・
教
育

と
も
に
、そ
れ
な
り
の
と
こ
ろ

ま
で
は
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
関
連
病
院
で
の
生
殖
医

療
の
現
状

日
本
の
体
外
受
精
出
生
児
数

は
２
０
０
０
年
に
95
人
に
1
人

で
し
た
が
、
２
０
１
４
年
に
21

人
に
１
人
ま
で
急
速
に
増
加
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国

の
生
殖
補
助
医
療
登
録
施
設
は

２
０
１
４
年
５
９
３
施
設
の
う

ち
大
学
関
連
病
院
は
１
９
６
施

設 

（
33
・
１
％
）
に
減
少
し
、

現
在
の
体
外
受
精
の
治
療
周
期

の
ほ
と
ん
ど
は
診
療
所
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
大
学
関
連
病
院

は
、
専
門
医
育
成
を
始
め
と
し

た
教
育
機
関
で
す
が
、
一
部
の

病
院
で
は
不
妊
治
療
、
特
に
体

外
受
精
の
設
備
や
人
員
の
不
足

の
た
め
、
実
施
が
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。
医
学
生
や
臨
床
研

修
医
に
対
す
る
生
殖
医
療
の
教

育
に
つ
い
て
も
課
題
が
残
り
ま

す
。
私
の
場
合
は
、
幸
運
に
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
先
生
方

と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
、

生
殖
医
療
を
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
私

も
後
輩
た
ち
に
と
っ
て
そ
の
よ

う
な
医
師
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
生
殖
医
療
と
触
れ
る
機

会
も
な
く
研
修
を
終
え
る
産
婦

人
科
医
が
い
な
い
よ
う
に
、
今

後
は
各
施
設
の
研
修
シ
ス
テ
ム

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
学
生
・
研
修
医
の
先
生
方

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
さ
ら
に
前
の
受
精
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
生
殖
内

分
泌
の
醍
醐
味
で
す
。
不
妊

症
・
不
育
症
で
悩
む
方
は
、
精

神
的
・
肉
体
的
さ
ら
に
金
銭
的

に
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

生
殖
医
療
に
進
む
こ
と
で
、
実

際
に
妊
娠
で
き
ず
苦
し
む
女
性

が
妊
娠
に
い
た
る
ま
で
の
過
程

に
触
れ
て
、妊
娠
・
出
産
の
さ
ら

な
る
喜
び
を
わ
か
ち
あ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
そ

の
喜
び
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

黒
田
　
恵
司

順
天
堂
大
学
　
産
婦
人
科
講
座

卒
後
17
年
目

趣
味
　
ラ
グ
ビ
ー

神奈川県での
「産婦人科医師リクルート活動へのヒント発掘」 調査 から
浮き上がってきたもの 東海大学医学部専門診療学系産婦人科学  三上 幹男

君たちの
不安に答える

▲

 
全
文
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

産婦人科サブスペシャリティ

その道を選んだ
先輩医師からみた魅力 

生殖内分泌編

マレーシアの招待講演

■35歳以下　■36-45歳以下　■46-65歳以下　■66歳以上
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図：現在の自分に満足しているか？各年齢層の産婦人科医師（神奈川県）への調査

リプロダクションセンターで 
胚移植を施行中

研究室での研究風景
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日本産科婦人科学会
学術講演会のご報告

第
69
回
会期：2017年4月13日～16日
会場：広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）、リーガロイヤルホテル広島、NTTクレドホール

て
、
次
ぐ
評
価
の
演
題
でIn-

ternational Session W
ork-

shop

を
構
成
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
他
の
講
演
と
も
時

間
帯
が
重
な
っ
た
、
内
容
が
専

門
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
聴
講

者
が
少
な
く
今
後
に
課
題
を
残

し
ま
し
た
。

学
会
の
メ
イ
ン
企
画
で
あ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
１
：
周
産
期

に
お
け
る
炎
症
：
そ
の
生
理
と
病

態
」、「
２
：
生
殖
医
学
の
最
先
端
：

不
妊
症
治
療
に
お
け
る
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
を
目
指
し
て
」
の
テ

ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
１
に
先
立
っ
て
、

O
xford

大
学
のRedm

an

先
生

か
ら
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
の
発

症
病
態
と
母
体
炎
症
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
、連
続
し
て
討

論
と
し
ま
し
た
。今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
専
門
医
機
構
ポ
イ
ン

ト
付
与
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
た

め
、若
手
研
究
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
含
め
た
構
成
と
し
、ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
国
々
の
産
婦
人
科

学
会
・
医
療
に
対
す
る
国
際
協
力

の
発
表
と
し
て
、Collaboration 

of JSO
G

 w
ith other A

sian 

Societies

を
開
催
し
ま
し
た
。ま

た
、International W

orkshop for 

Junior Fellow
s

（
Ｉ
Ｗ
Ｊ
Ｆ
）

の
直
前
に
は
、Vatish

先
生
か

ら
「
臨
床
医
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

キ
ャ
リ
ア
ー
を
積
み
上
げ
る
に

は
」を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｗ
Ｊ
Ｆ
の
テ
ー
マ
は
「
婦
人

科
が
ん
検
診
の
現
状
」「
漢
方

治
療
の
適
応
と
展
望
」「
助
産

師
と
共
同
す
る
分
娩
と
産
褥
管

理
」
で
若
手
の
盛
ん
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

医
学
生
を
対
象
と
し
た
「
医

学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
３
つ
の

問
題
「
不
妊
治
療
に
つ
い
て
」

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
」

「
産
婦
人
科
医
師
を
増
や
す
た

め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
学

部
６
年
生
が
グ
ル
ー
プ
討
論
を

行
い
、
例
年
通
り
の
盛
り
上
が

り
で
し
た
。ま
た
、一
般
演
題
は

International Session

、日
本

語
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
に
過
去
に

な
い
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
前
２
大

会
と
同
様
に
自
由
討
論
形
式
の

実
施
と
し
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
現
方
法
の
賛
成

が
多
い
も
の
の
、
運
営
は
改
善

の
余
地
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

広
島
大
学
は
初
め
て
本
学
術

講
演
会
を
主
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
不
慣
れ
不
行
き
届

き
な
点
も
多
々
あ
っ
た
と
存
じ

ま
す
が
、
医
局
員
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
第
70
回
が
ま
す
ま
す

盛
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い

た
し
ま
す
。

志すきっかけとなったのは学生時代にお産をみて感動し、その際に「病院
にきておめでとうと言ってあげられるのは産婦人科ぐらいじゃないかな」と
担当の先生に言われ、これはなるしかない！！と思ったからです。
研修医として産婦人科を3カ月ローテートし、周産期以外にも、腫瘍、生殖
内分泌、女性医学といった様々な分野があり、女性のライフステージに
沿って長期間にわたり関わることができるという点にも魅力を感じました。
幅広い分野があり、内科的・外科的な面を併せ持つという特性上多くのこ
とを学ばなければな
らない大変さはあり

ますが、その分やりがい
があるとも感じています。

自分と同年代の患者さんも多
く、子宮頸癌などの悪性腫瘍、切迫早産の長期入院であったり

と状況は異なりますが、治療以外のことでも様々な相談をされる
ことがあり、色々な面からサポートできればと感じています。
まだまだ学ぶことは山積みですが、一人でも多くの女性の力にな
れるよう、日々努力していきたいと思っています。

産婦人科の魅力は女性の生涯を担い、また次世代の誕生を担うことだと
思います。実習や研修を通して、周産期だけではなく、良性腫瘍から悪
性腫瘍、生殖医学、女性医学など幅広い領域があることやそれらが繋
がっていること認識し、最初に述べた魅力を感じて選択しました。
幅広い分野があることや外科治療も内科治療も行っていけることは、医
師としてやりがいがあることでもあり、自分に適した分野が見つかり、よ
り専門性を高めていくことができることだとも思います。

私はまだ、医師として学ばなければならないことが多
く、知識不足や技術
不足に苦悩する日々で
す。母として仕事と子育て
の両立は、時間に縛られて悔

しい思いをすることもあれば、我が子に癒されることもありま
す。大変なことも多いですが、知識や技術を習得した分だけ、よ
り患者さんを理解し、サポートにつながると思います。病気ではなく
人間をみながら女性の生涯をサポートしていけるよう研鑽を積みた
いと思います。

京都府立医科大学 産婦人科・田村祐子日本大学医学部附属板橋病院・河野　愛

一人でも多くの女性の力に
なれるように女性の生涯をサポート

していけるように

研修医の声
研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。
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学会中にはeポスターによる発表もさ
せていただきました。1 分間のプレゼ
ンテーションのあとに質疑応答でした
が、ACOG 全体として臨床研究や公衆
衛生、そして研修制度に力を入れてい
るようで、私の基礎的な話にはほとん
ど興味を示されず、臨床研究と基礎
研究の区別が明確にあるのだろうと
感じました。

（熊本大学大学院生命科学研究部
産科婦人科学分野　値賀正彦 ）

Sharp Mary Birch Hospital を 見 学 する
機会がありました。年間 9000 件以上の
分 娩を扱い、20 個 の 分 娩 室と90 床 の
NICUを所有する西海岸で最大の施設で
した。勤務する医師は産科や婦人科と自
身の専門を極めておりそれに集中できる
システムとなっていました。病院見学で
は医療者も患者も居心地の良く過ごせ
る工夫が各所でなされているアメリカの
医療現場を肌で感じることができ、非常
に貴重な経験となりました。

（慶應義塾大学医学部産婦人科学教室
　南木佳子）

ACOG は特に近年の帝王切開率の上
昇を問題視していた。現在の割合が約
3 割で年々上昇しているとのことで、
この点については日本も同様ではある
が、大きな違いはその解決 法として
ACOG は VBAC を推奨しているという
こと。この流れが世界においてどう受
け入れられていくのか、非常に興味深
い。既に巨大施設での分娩が常識と
なっている米国ならではの方針かもし
れない。 

（大阪大学　久保田哲 ）

アメリカは制度や形式、資格というもの
をとても重要視しています。倫理観のあ
る心構えを備えた人が、資格を持ち、そ
の人がまたたくさんの教え子を、確立さ
れた制度の元で教育することで、アメリ
カ全体としての医療のクオリテイが担保
されていく。そのために学会側は、最初
の心構えをちゃんと講義する必要があ
り、講義を聞く側も、賞の受賞などを通
じて、上昇志向の自覚を育てていく。本
学会にはそんな意味合いがあるのだろ
うと感じました。

（東京医科大学　長谷川朋也）

学会の内容に関しても、LGBTの問題や
更年期の sexual activityなど日本では
あまり触れられない話題が数多く取り
上げられており、文化によって産婦人
科医への需要もまた異なることを肌で
感じました。さらに医者自身のメンタル
ヘルスのセルフマネジメントや医療ミ
スへの対処などに関してもレクチャー
が行われており、医療の周辺領域に対
する教育も重視されていることが印象
的でした。

（東京医科歯科大学　齊藤和毅）

ACOG の主なプログラム内容は日産婦
のような研究成果発表ではなく、「医
師の教育」でした。どの教育セミナー
でもガイドラインの話が出てきます。
日本と比べてガイドラインの数は多
く、医師は細かいガイドラインの内容
を知る必要があるようです。医者の負
担は大きいですが、医師の教育にとっ
ては合理的だと思いました。これらの
ACOG の取り組みが、医師の教育水準
を高めているのだと思いました。 

（昭和大学藤が丘病院 竹中 慎 ）

私自身としてもACOG には初参加となりましたが、今回随行幹事としてご一緒
させていただきました。
初日はopening ceremony や president’s program lecture に出席し、昼はラン
チョンセミナー形式で resident reporter & Japanese delegation lunch に参加
しました。午後は各自事前に選択したプログラムに分かれて聴講いたしました。
2日目は各自教育プログラムに参加しました。午後は若手メンバー全員が各自
の研究テーマで e-poster 発表です。最初に個別の short presentationがありま
したが、みな立派に英語で発表されていました。
3日目はConvocation に参加しました。Convocationとはレジデントプログラム
の修了式のようなセレモニーで、修了した若手医師全員がACOG のオフィシャ
ルカラーであるグリーンのアカデミックガウンを着て1人1人 president から修
了証を手渡される卒業式のような感じです。日本では大学卒業後にこのような
セレモニーはありませんが、一つの節目を迎えて医師として新たな出発を図る
上ですばらしいイベントだと感じました。午後は San Diego 郊外にあるSharp 
Maternal Children Hospital に病 院 見学に行きました。夜は president’s PAC 
party に参加しました。大変にぎやかな交流パーティーでした。
最終日は Junior fellow breakfast business meeting に参加しました。朝食をと
りながら、ACOG Junior fellow 活動についての各種プレゼンテーションを聴講
致しました。
日産婦の未来を担う今回の若手参加者同士の出会いも大変有意義であったと
感じました。本プログラムに参加することにより彼らは普段は体験出来ない多く
の経験を積む事が出来たと確信します。

ACOG2017参加報告　名古屋大学 梶山広明 

日米若手医師交換
プログラム参加体験記

ACOG
The American College of 
Obstetricians and Gynecologists

日本産婦人科学会の若手医師育成プログラムの企画と
して、2017 年 5月6日から10日まで米国カリフォルニ
ア州サンディエゴで開催された米国産婦人科学会

（ A m e r i c a n  C o n g r e s s  o f  O b s t e t r i c i a n s  a n d  
Gynecologists: ACOG）の Annual meeting に 参 加 さ
せて頂きました。このプログラムは、日本と米国の若手
の医師を互いの国に派遣し、交流を行うことを目的と
しており、日本からは 6 名の若手医師が参加しました。

米国産科婦人科学会


